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松野環境科学賞受賞理由 

本論文は、北海道大学と株式会社星野リゾートの産学連携において、知識共有がどの

ように行われたかを社会科学的理論から分析したものである。2011年から 2015年まで

の長期的な参与観察や聞き取り調査を行い、その結果を分析した。効果的な暗黙知の

共有や長期的な共同創造に向けた重要な要素が、市場原理に基づかない社会交換シス

テムであるエンベッディドネスに対して大きく関連していることを示した。単に、こ

の産学連携を事例紹介する立場で記述されたものではなく、著者が観光学だけでなく、

経営学・社会学などの国際誌に掲載された学術論文を読み込み、膨大な知識から作り

上げた論文に仕上げたものである。 

著者は、大学院環境科学院修了後、実務家に加えて学術研究員として研究も続けて

おり、社会人学生として提出した博士論文の一部を構成する本対象論文は、社会人ド

クターの模範であることを示すものである。 

以上のことから、本論文は、松野環境科学賞を受けるに相応しい論文と判断された。 

 


